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  平成27年2月13日に福岡県体育・スポーツ研修報告会を開催し、県内外より270名
の方々に御参加いただきました。おかげをもちまして、盛会のうちに終えること
ができましたこと、心より御礼申し上げます。今回、独立行政法人日本スポーツ
振興センター理事長河野一郎先生に、「2020年東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会へ向けて」と題して、御講演いただきました。国でもすでに、2020年
東京オリンピック・パラリンピック大会に向けて、スポーツ庁の設置を始め、ト
レーニング環境の整備や選手の育成強化、オリンピックムーブメント普及等につ
いて、議論が進み、取組が始まっています。このような動きをただ単に、大会成
功へ向けた歩みと捉えるのではなく、この機運に乗じて、子どもたちの運動・ス
ポーツに対する関心や意欲の更なる向上を図るとともに、体育・健康に関する指
導をより一層充実させ、大会後に確固たる「レガシー」を残していくことが重要
となります。
　このような視座に立ち、現在本所では調査研究、教職員研修、学校支援等の事
業の更なる推進を図っているところです。その中でも特に、本県の子どもの体力の状況を打破するために取り組
みました調査研究事業「体力アップ福岡モデル」は、本年2月に調査研究を終え、4月には皆様のお手元に報告書
をお届けする運びとなりました。各学校において、子どものスポーツ機会の充実や、体力向上への取組に御活用
いただき、本県の子ども達の体力向上の一助となることを願っております。
　今後も国や県の動向を見据えた情報の整理、発信に努めるとともに、本県の体育・スポーツ、健康教育の充実
に寄与できるよう、所員一同、一層努力してまいりますので、関係各位の御支援・御協力をお願いいたします。
　

福岡県体育研究所　　所　長　寺崎　雅巳

　今回の調査研究は、上の2つの図にあるように、子どもの運動意欲を喚起し運動の日常化を図っていくため
に、体育科・保健体育科の授業を土台としながら、体育科・保健体育科の授業以外の取組を充実させていくこと
を重要視しています。そこで、学級活動や学校行事等の教育課程内の時間、休み時間や部活動等の教育課程外の
時間、さらには、帰宅後や休日等の家庭や地域での時間を活用するとともに、運動（遊び）やスポーツを誘発す
るような環境の工夫も取り入れながら、運動意欲を喚起し、運動機会を創出していく取組の実践モデルを提案し
ています。

　平成27年度は、体育・スポーツ、健康教育等の専門的知識や技能の習得を図ることを目的とした19の専門研修
（短期研修）講座を設定しました。全ての講座において、全国的にも著名な講師陣をお招きして、学習指導要領や
現代的な教育課題に対応し、実践に役立つ内容を準備しています。特に平成27年度は、先生方のニーズにお応えし
て待望の1日講座（実技）を開設します。体育が苦手な先生や体力向上の方策を知りたい方等におすすめです。詳
しくは、募集案内又は、体育研究所ホームページを御覧ください。多くの方の御参加をお待ちしております。

～所長挨拶～

福岡県体育研究所の事業概要

平成25･26年度調査研究事業「体力アップ福岡モデル」
～体力の向上を図る学校教育活動～

■ 短期研修講座の様子（平成26年度） 調査研究事業

ホームページの紹介 学校への支援活動

体育研究所では、学校を支援するために次のような活
動を行っています。お気軽に御相談ください。
○研修会等への指導主事の派遣及び講師の紹介
○体育・スポーツに関する資料、視聴覚教材の収集  

及び貸出
○来所、電話等による相談への対応
○カリキュラム作成に関する支援
○サークル活動への支援
 平成26年度支援回数190回（H27 3月6日現在）

講師 東海大学 内田 匡輔 准教授

〈受講者の声〉
　特別支援の視点に立
つという意味を改めて
考えさせられました。
今回の講座内容をこれ
からの授業実践に生か
していきたいです。

講師 名古屋学芸大学 采女 智津江 教授

〈受講者の声〉
　受講するたびに「よ
し！！2学期からもがん
ばろう」と意欲が増し
ます。あれをしたい！こ
れをしたい！こうしてみ
よう！と思います。

ホームページでは、主な事業内容を中心に情報を掲載
しています。ぜひ御覧ください。

過去の調査研究をまとめた
研究報告書をダウンロード
できます。

〈調査研究事業〉

専門研修講座、基本研修、
長期研修等の内容を紹介し
ています。

〈研修事業〉

平成27年度専門研修（短期研修）講座の案内



　福岡県教育委員会は、教員の研修体系に基づき、基本研修を実施していますが、本所では、体育・健康教育に
関する内容について、実践的指導力の向上を図りました。

本調査研究報告書は以下の3章で構成されています。
○第１章　「実践編」

　学校や児童生徒の実態等に合わせて、どのような取組が参考になるかといった方向性を確認するための
チェックシートや、体力向上プランを作成する際の目標指数や数値、計画の立て方等の情報を提供しています。
　さらに、体育科・保健体育科の授業以外での体力向上に係る実践モデルを、合計40モデル紹介しています。

○第２章　「授業編」
　本所では平成22年3月に「体育の年間指導計画福岡プラン」、平成25年3月に「体育的学力を育む授業づくり」
といった具体的な授業づくりに関する報告書を発行してきました。今回の授業編では、各学校における授業研
修会の実施例や、授業づくりに関する指導資料集等を紹介しています。

○第３章　「分析編」
　全国体力・運動能力、運動習慣等調査や福岡県児童生徒体力・運動能力調査等をもとに、福岡県の実態や
福岡県の中でも体力の高い学校や、その学校に所属する児童生徒の実態を分析しています。実践編作成の根拠
となったデータをまとめています。

　この調査研究事業の報告書は、来年度初旬には、各学校及び関係機関に配布するとともに、本所ホーム
ページにアップロードする予定です。本報告書を参考にして、各学校において一校一取組を位置付けた「体
力向上プラン」を作成していただきたいと思います。　
　今後、各学校において、「福岡プラン」及び「体育的学力を育む授業づくり」の活用により、体育科・保健体
育科授業の更なる充実・改善が図られるとともに、本報告書「体力アップ福岡モデル」の活用で、授業以外
の取組が充実することで、運動やスポーツの習慣化、日常化につながっていくことを願っています。

　本年度の長期派遣研修員は、児童・生徒の体力・運動能力における
課題や体育科・保健体育科の担うべき役割を整理し、「運動好きの子ど
もを育てたい」という願いをもって、研究に取り組みました。小学校は、

「投げる」動きを高めるゲーム領域の学習指導を、中学校は、表現する楽
しさを味わう生徒を育てるダンス領域の学習指導を、高等学校は、ICT
を活用して主体的な学びを促す「体つくり運動」・「バドミントン」の学
習指導の研究を進めてまいりました。
　研究成果については、2 月 13 日（金）に行われた「福岡県体育・スポー
ツ研修報告会」で報告しました。

・左のように、内容が一目
で分かるように見開き2頁
で構成しています。

・絵や写真を活用して取組
内容が伝わるように工夫
しています。

・「こんなことをやってみま
した！」 「もっとくわしく
教えるよ！」「こんなこと
に気をつけて！」と大きく
3部で構成しています。

・『学校で運動（遊び）・ス
ポーツへのきっかけづく
り』、『家庭や地域で運
動（遊び）・スポーツへの
きっかけづくり』、『望ま
しい生活習慣の定着』と
いった3つの柱をもとにし
て楽しい取組モデルを紹
介しています。

　保健体育研修講座は、外部講師を招聘して、体育科・保健体育
科の授業づくりや体育・スポーツ行政に関する講義を行うとと
もに、小・中・高の異校種での課題研究や検証授業について協
議を行う等、大変充実したものとなりました。

　養護教諭研修講座は、外部講師を招聘しての講義の他、演習や
協議を多く取り入れる等、実践的な研修を重ねました。また、課
題研究にも取り組むことで、今までの実践を省察する機会にも
なりました。

□小学校
□中学校
□高等学校

□養護教諭

初任者研修・10年経験者研修
初任者研修・10年経験者研修
初任者研修・2年経過教員研修
5年経過教員研修・10年経験者研修
新規採用養護教諭研修・教職経験5年経過養護
教諭研修・養護教諭10年経験者研修

宗像市立大島小学校　　　松木　大輔
直方市立感田小学校　　　片石　智哉
筑後市立松原小学校　　　廣重　弘一
筑前町立三輪中学校　　　二又　清成
福岡県立久留米高等学校　堤　美樹子

太宰府市立国分小学校　　大浦　俊祐
筑前町立東小田小学校　　久保田武志
飯塚市立幸袋小学校　　　田中　洋子
苅田町立新津中学校　　　向野　文章
福岡県立武蔵台高等学校　中村　真悟

篠栗町立篠栗小学校　　松田　悦子
嘉麻市立稲築西小学校　中原　美和
久留米市立青陵中学校　執行　泰子

朝倉市立朝倉東小学校　　　鷲頭　　明
須恵町立須恵東中学校　　　尾関　重乃
福岡県立福岡工業高等学校　大谷　　希

他の先生方の授
業実践の工夫や
指導と評価の具
体についての講
義が大変勉強に
なりました。

　体育の授業づくりの難しさを感じながらも、多くの方々の温かな支えにより、何とか報告
書にまとめることができました。また、様々な方々との出会いを通して自分自身の視野を広
げることができました。貴重な経験をさせて頂き、本当に感謝しております。

　教諭　宮原 健次 
　この一年間、自分自身の勉強不足を痛感しながらじっくりと研究に向き合うことができ、
貴重な経験をさせていただきました。今は感謝の気持ちでいっぱいです。これからは、体育
研究所で学んだことを生徒たちに還元し、さらなる研鑽を重ねてまいります。

 　教諭　佐藤 祐樹 
　ICTを活用した研究に取り組む中で、何度も悩み、書き直した報告書から、保健体育科教諭
として生徒へ伝えなければならないことを学ぶことが出来ました。教師として経験が少ない私
に、このような貴重な研修を受けさせていただいたことに心から感謝いたします。

　教諭　横井 孝史

長期派遣研修

八女市立上妻小学校

嘉麻市立稲築東中学校

福岡県立糸島高等学校

■ 調査研究報告書の概要

■ 保健体育研修講座

■ 小学校

■ 中学校

■ 高等学校

■ 養護教諭研修講座

■ 実践モデル例の紹介

■ 報告書の活用について

基本研修

断続研修


